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2021 年 9 月 国際教育センター 

2021 年度秋学期 立命館大学異文化交流助成金 募集要項 
 

＊応募に際しては、本募集要項、助成金執行の手引き、本助成金の規程を熟読してください＊ 

１．異文化交流助成金とは                                        

立命館大学では、学生のみなさんが正課活動のみに留まらず、正課外においても自主的かつ主体的に活動し成

長することが重要であると考えています。 

立命館大学異文化交流助成金では、正課外活動において、個人または集団で自主的に取り組む異文化交流活動

（国籍・文化を異にする人との積極的な異文化交流活動）を行うための活動経費の一部（※）を助成する形で、

みなさんの活動を支援します。ぜひ、異文化交流助成金を通じて、文化的背景の違いを理解し、共生マインドを

育んでください。 

 ※活動経費の一部とは、立命館大学異文化交流助成金規程の第 4 条に定める、本助成金の助成対象費目に 

かかる支出を指します。助成対象費目に該当しない支出に対しては助成しませんので、注意してください。 

【コロナ禍を受けた活動上の留意】 

新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、2020 年度は皆さんの安心安全を考慮し、異文化交流助成金の運用を 

停止いたしました。2021 年度については、感染防止措置を講じながら安全な活動に限って認めていく方針の下、

助成金の運用を再開します。 

  感染防止の措置として、以下のルールを設けます。 

(1) 新型コロナウィルス感染症拡大に関する立命館大学行動指針（BCP）のレベルに応じた制限 

2021 年 9 月 7 日現在、本学は「BCP レベル３」を設定し、感染防止対策の徹底とオンラインによるイベン

ト・企画等の推奨を謳っています。これをふまえ、以下の通り、活動ルールを整理します。 

なお、感染拡大により BCP レベルが上がった場合、助成金に採用された企画であっても、安全確保の観点から、

中止を求めることがありますので、予め留意して下さい。 

 

【新型コロナウィルス感染症拡大に関する立命館大学行動指針（BCP）】 

http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=459352&if=.pdf 

◆BCP レベル２以上における活動 

学外訪問を含む対面企画は禁止とし、オンラインによる企画のみを支援します。 

<参考例> 

講師を招へいしたオンラインによる講演会・セミナー・セッションなどの企画 

動画や音声(ラジオ)等の配信と SNS などを利用したリモート交流企画 

飲食を伴う企画や作品制作企画も対面は禁止し、各自が個々に自宅等から分かれて参加できるもの(※) 

(※感染症対策に加え、食品の衛生管理等が適切に講じられているかについても確認・審査します。) 

◆BCP レベル１における活動 

対面企画の実施を可能としますが、①マスクの常時着用、②飲食禁止、③フィジカルディスタンスが保持 

できる、④３密回避策が講じられている企画のみ支援します。BCP レベル 2 以上と同様、オンラインによる 

企画は引き続き推奨・支援します。 

◆BCP レベル０(解除)時の活動 

BCP レベル解除後は、感染防止対策を取りつつ、コロナ禍以前の運用に沿った活動を認めます。但し、その場

合は、異文化交流助成金申請の段階で、BCP レベル解除後の運用計画を予め提出し、許可されていた場合に限

ります。 
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２．対象となる活動                                          

（１）活動内容 

下記①、②のどちらかに該当する活動で、学内・学外、また国内・国外問わず、参加者が一体となり異文化交

流を深め、将来につながる絆を育めると期待できるものを対象とします。 

 

 

 

 

（２）助成対象期間 

 2021 年 4 月 1 日（木）～2022 年 3 月 7 日（月） 

※上記助成対象期間に実施される活動を助成対象とします。助成対象期間を超えて実施された活動は助成 

金の対象としません。 

  ※助成対象となる支出は、上記助成対象期間中の助成対象費目となる支出のみです。 

 

３．助成金額                                             

 活動経費に対する助成金額は、下記の通りとします。 

（１）日本国内で実施する異文化交流活動 

   →助成対象活動の実施に要する経費総額または 10 万円のいずれか低い額 

（２）日本国内または海外で実施する異文化交流活動 

   →助成対象活動の実施に要する経費総額または 50 万円のいずれか低い額 

（３）海外で実施する異文化交流活動 

   →助成対象活動の実施に要する経費総額または 100 万円のいずれか低い額 

 ※コロナ禍に伴う入国制限の影響で、国外滞在中の本学学生も上記（１）に申請することが可能です。 

 

＜参考：上記（１）（２）（３）の対象となる活動、対象とならない活動＞ 

※下記は一例であり、これらに限定される必要はありません。なお、P.1 に記載した新型コロナウィルス感染症

拡大に関する立命館大学行動指針（BCP）に応じた措置を取ることを必須としますので、留意して下さい。 

 

●対象となる活動 

・本学学生（日本人学生・留学生）の交流オンラインイベント 

 例）参加者がオンラインを通じての作品の作成（事前に主催者が纏めて物品を購入し、参加者に郵送する等） 

・海外留学経験者による、学内学生向けの海外留学促進イベント 

 例）主催者あるいはゲストスピーカーが紹介する物品等を事前に購入し、当日オンラインで説明。 

・海外での日本他母国の文化・伝統紹介イベント・留学生と地域住民との交流活動／日本人学生と地域定住 

外国人との交流活動（オンライン活動も対象） 

  

●対象とならない活動 

 ・申請者自身の研究・調査活動を主たる目的とした交流イベント 

 ・申請団体のメンバーだけが交流することを目的とした交流イベント 

 

 

活動経費に対する助成希望金額に 
基づいて申請区分を決定して下さい。 

①本学の学生が、本学園の学生・生徒・児童と行う異文化交流活動 

②本学の学生が、本学以外の者と行う異文化交流活動 
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＜助成の決定、助成金額決定のフローチャート＞ 

１．異文化交流活動を行いたい 

２．異文化交流助成金を申請（申請書の経費・収入見積の根拠資料を提出） 

３．書類・面接審査 

４．助成採用者（団体）の決定 

５．異文化交流活動を実施 

６．助成金を請求（活動報告書、支出報告書兼請求書等を提出） 

７．経費支出額の査定・助成金額の決定 

８．助成金振込 

 

４．助成対象となる経費                                           

 

対象となる経費は、別紙「立命館大学異文化交流助成金 助成金執行の手引き」で確認してください。 

なお、活動経費とは、活動実施のために要した費用とします。活動経費全額を当該助成金で賄うことを基本とし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．助成採用数、審査の視点                                      

各年度の予算の範囲内で以下の事項にもとづき、総合的に判断し、助成対象活動を決定します。 

 

（１）活動の目的 

①本学の学生が個人または集団で、自主的かつ主体的に取り組む異文化交流活動であること。 

②本学のキャンパス内外において、異文化交流の活性化を図ることを目的とすること。 

③本助成金規程の第 2 条第２項に定める活動を目的としないこと。 

 

（２）活動・企画の内容 

①参加者の出身国・地域に多様性があること。 

②参加者同士の双方向の交流や理解、能動的な関わりがあること。 

③異文化理解の課題に対して、ユニークかつ適切なアプローチを行う企画であること。 

 

注意事項：活動経費について 

●本助成金以外に受給または受給予定の補助金・助成金、活動収入がある場合 

 助成金算出に際し、助成対象活動に要する経費総額から補助金・助成金・収入額を差し引きます。 

 

●助成金額の決定について 

活動実施後に提出された書類や領収書等の証憑にもとづき、国際教育センターで助成金額を査定・決 

定します。（助成金額は、企画・活動実施後に決定します。） 

 イベント開催助成対象とならない経費や証憑が確認された場合、助成対象外となる場合があります。 

助成金の請求および査定を 
経て、助成金額が決定します。 
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（３）期待される効果 

①学園内外の異文化理解、異文化交流に対して寄与する活動・企画であること。 

②今後の異文化理解、異文化交流への波及効果が高いこと。 

③本学学生全体の学びの質向上に貢献すること。 

 

（４）実現性、適正性 

①運営体制（物品・人）が適切で、実現可能な計画が立てられていること。 

②根拠をもって、妥当もしくはコストパフォーマンスが高い予算の試算ができていること。 

③活動・企画全体を通して、安全対策・危機管理対策がしっかりしていること。 

 

６．申請手続き                                               

（１）申請資格の確認 

以下にて申請資格、申請にあたっての注意事項を確認のうえ、申請してください。 

なお、助成金は、本学の学生個人または団体の代表者（本学の学生）のみ応募することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）申請書類の準備 

 本紙および別紙「立命館大学異文化交流助成金 助成金執行の手引き」を確認のうえ、下記申請書類に必要 

事項をパソコン入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【申請書類】 

  ☑2021 年度 立命館大学 異文化交流助成金 申請書 

☞本助成金以外に申請予定、申請中または受給が決定した補助金・助成金がある場合 

  ☑補助金・助成金の内容を確認できる書類（募集要項、決定通知書等）も併せて提出してください。 

☞申請する活動により得る（得た）収入がある場合 

  ☑単価および徴収人数、徴収理由を確認できる書類も併せて提出してください。 

（活動を未だ実施していない場合は、見込みの単価および徴収人数、算出根拠の提出で構いません。） 

以下の要件をすべて満たしている者・団体が対象となります。 

① 本大学の正規課程に在学している者、もしくはその者が代表となる団体 

（「本大学の正規課程に在学している者」とは、本大学の正規課程に在学する学部生または大学院 

生を指します。） 

②次のいずれかに該当しないこと 

 ・立命館大学学則第 57 条および大学院学則第 91 条による退学または停学の懲戒を受けた 

個人（※） 

 ・「立命館大学学生団体処分規程」にもとづき処分を受けた団体（※） 

 ・「立命館大学学生団体処分規程」に準じて処分を受けた団体（※） 

※懲戒または処分の期間を含む年度は、応募することができません。 

 ・「休学中」、「留学中」の個人または団体代表者 

 ・同一の目的および内容で「立命館大学 Challenge 奨学金（個人）」「立命館大学校友会未来人財育

成奨励会（団体支援）」を受給していること 
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（３）申請  

 申請にかかわり、申請相談期間と説明会を実施いたします。申請を予定している場合は、下記の期間に是非ご

参加ください。 

  【申請相談期間】 

・2021 年 9 月 22 日（水）～10 月 6 日（水）※オンラインで実施 

相談は原則オンラインで実施しますので予約制となります。希望する日時を ruibunka@st.ritsumei.ac.jp に

お送りください。後日 URL をお送りします。 

 【申請説明会】 

  ・日本語  2021 年 9 月 27 日（月）12：20-12：50  

  ・英 語  2021 年 9 月 28 日（火）12：20-12：50 

【申請期間】 

以下の申請期間内に、本学の学生個人または団体代表者が、申請者の学内メールアドレスから国際教育セン

ター指定のメールアドレス（ruibunka@st.ritsumei.ac.jp）へ申請書類データ（①申請書、②経費・収入見積

の根拠資料）を提出してください。 

・2021 年 9 月 29 日（水）～ 10 月 06 日（水）17：00 （日本時間）まで 

 【申請書類に関する問い合わせ先】 

  原則、メールあるいはオンラインでお答えします（オンラインの場合は事前予約制） 

・メールの場合：上記のメールアドレスにお問い合わせください。 

       ※件名を「異文化交流助成金に関する問い合わせ」とし、本文に学生証番号、氏名を 

必ず明記してください。 

・オンラインの場合：日時が決定次第、事務局より ZOOM の URL をお送りします。 

つきましては希望する日時（第 3 希望まで）を前日 16 時までにお送りください。 

※時間帯は平日 11：30～12：30、毎週木曜日 10：00～12：30 以外となります。 

 【申請書類作成上の注意事項】 

  ☑申請書類は日本語または英語にてパソコン入力のうえ、作成してください。 

  ☑経費・収入見積の根拠資料で、日本語または英語で記載されたものでない場合は、日本語または英語の 

翻訳をつけたうえで提出してください。 

☑申請書類のうち、①申請書はいずれも Excel のデータ形式で作成・提出してください。 

☑申請書類のうち、②経費・収入見積の根拠資料は、Word、Excel、PDF のいずれかのデータ形式で 

 提出してください。また、データ名は、「根拠資料 資料番号」（例：「根拠資料 1」としてください。 

☑申請書類に不備がある場合は、不備も含めて審査します（減点対象）。 

☑提出された申請書類データは返却しません。また、再提出も認めません。 

（ただし、申請期間中の申請の取り下げは可能です。） 

 

 【メールを送信する際の注意事項】 

  ☑件名は、「異文化交流助成金の申請」としてください。 

   また、本文に申請者氏名（日本人学生は日本語、留学生は英語）、学生証番号を記載してください。 

 

 

 

 

申請書類の作成にあたっては、別紙「立命館大学異文化交流助成金 助成金執行の手引き」 

を熟読してください。 
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７．選考方法、結果通知                                        

（１）選考方法 

提出された申請書類にもとづき、書類審査を実施します。 

ただし、必要に応じて面接審査を行う場合があります。面接審査は下記期間のお昼休みの時間を利用して 

実施する予定です。面接審査実施の連絡を受けた場合に参加できるよう、予定しておいてください。 

面接審査対象者への連絡予定日（予定）：10 月 18 日（月）～10 月 19 日（火） 

 面接審査期間（予定）：10 月 20 日（水）～10 月 21（木） 各日お昼休みに実施予定。 

 

（２）選考結果の通知 

 ・面接がない場合 20２1 年 10 月 20 日（水）、面接がある場合 10 月 27 日（水）に manaba＋R にて、

企画の総責任者に対して助成の採否の結果をお知らせします。 

 ・採用という結果が届いた場合でも、次項（３）の採用説明会に出席して初めて、正式に採用となります。 

・活動内容によっては「条件付」で採用する場合があります。 

・採否の理由等の選考結果に関する問い合わせには、一切答えられません。 

 

（３）採用説明会 

 ・助成対象者・団体を対象に説明会を実施します（詳細については、採用発表時にお知らせします）。 

 ・採用説明会に出席しなければ、本助成金の採用にはなりません。 

・正課授業、教育実習、大会参加等、特段の理由が無い限り応募者が必ず出席してください。 

・出席できない場合は指定された期日までに国際教育センターに相談をしてください。 

 採用説明会 ： 日本語  2021 年 10 月 28 日（木）12：20～12：50（予定） 

        英  語  2021 年 10 月 29 日（金）12：20～12：50（予定） 

８．助成金の支払い方法                                        

（１）助成金額の決定について 

助成金は、活動終了後に提出された活動報告書、領収書等の証憑にもとづき活動経費を査定し、適切な執行と

認められた場合のみ支給します。 

 

（２）助成金の支払い手続きについて 

決定した助成金の支払いは、「個人立替払請求書」の提出をもって行います。 

 

（３）支払い先 

助成金は、「立命館大学異文化交流助成金 振込口座届」（様式３）にて届け出た銀行口座宛に振り込みます。

なお、振込後の助成金の配分等は申請者・団体に委ねます。 

注意事項： 

・提出書類データ受領後、指定メールアドレス（ruibunka@st.ritsumei.ac.jp）から「申請受付完了 

メール」を送信します。「申請受付完了メール」をもって申請受付完了とします。 

・10 月 07 日（木）17：00（日本時間）までに「申請受付完了メール」が届かない場合は、 

10 月 08 日（金）17：00（日本時間）までに指定メールアドレス（ruibunka@st.ritsumei.ac.jp）に 

問い合わせしてください。問い合わせ締切期間外の連絡には対応しませんので、注意してください。 

さい。 
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９．助成対象者の義務等                                       

助成対象者または団体は、他の学生の模範となるよう努めるとともに、活動の成果を他の学生に積極的に公表

してください。また、以下の点を義務付けます。 

（１）採用説明会への参加 

（２）「2021 年度 立命館大学異文化交流助成金 活動報告書」（様式 B）の提出 

（３）「2021 年度 立命館大学異文化交流助成金 支出報告書兼請求書」（様式 A）および支出を証明する 

領収書等の提出 

（４）大学から求められた場合の成果発表 

（５）大学で定められたルールと助言・指導に基づいて活動を行うこと 

 

１０．助成の取消し                                          

助成対象者または団体が、以下のいずれかに該当する場合は、助成を取り消し、助成金の返還を求めることがあ

ります。 

（１）助成申請者が立命館大学学則第５７条および大学院学則第 91 条による退学または停学の懲戒を受けた 

とき。 

（２）団体が「立命館大学学生団体処分規程」にもとづき処分を受けたとき。 

   また、団体が「立命館大学学生団体処分規程」に準じて処分を受けたとき。 

（３）助成の決定を受けた活動内容と実施の内容が著しく異なるとき。 

（４）応募書類、活動報告書等の提出書類に、虚偽の記載やその他不正の事実が判明したとき。 

（５）立命館大学異文化交流助成金規程の第 11 条に定める助成金の支給において、虚偽の助成金額を申告およ

び請求したとき。 

（６）活動を中止したとき。 

（７）期限内に活動を完了する見込みがないとき。 

（８）助成決定に付した条件を満たさないとき。 

（９）正当な理由なく立命館大学異文化交流助成金規程の第 10 条に定める義務を果たさなかったとき。 

 

11．個人情報の取扱いに関する事項                                   

・本助成に関連して取得する個人情報は、申請受付から選考、採否、決定通知、助成等、助成選考に関する一連 

の業務に必要な範囲に限定して利用します。 

・本助成が決定した場合、助成対象者や助成内容に関する情報を一般公開する場合があります。 

 

以上 


